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研究成果の概要（和文）：これまでの楽器演奏支援は、上肢障害者が自分の練習したい楽器に対して、長期にじ
っくりと関わることや、演奏技法の向上や楽器への注目は考えられていない。本研究では、「楽器を使った学
習」ということを基本的な考えとし、障害者が自主的に楽器演奏練習に取り組むために必要な支援を研究により
明らかにした。また、障害者がリハビリテーションをしなくてもすぐに楽器演奏ができ，演奏スキルの向上目的
の支援はしない楽器演奏支援装置「F-Ready」を提案した．長期使用実験により，障害者がF-Readyを使い，自主
的に長期の楽器演奏練習実験に取り組むことができることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：Up until now, musical instrument performance support has not considered the 
long-term involvement of people with upper limb disabilities in the instrument they wish to 
practice, the improvement of their playing techniques, or the focus on the instrument.　The basic 
concept of this study is “learning using musical instruments” and the research has clarified the 
support necessary for people with disabilities to independently practice playing musical 
instruments.　
Additionally, we proposed F-Ready, a musical instrument performance support device that allows 
people with disabilities to play musical instruments immediately without rehabilitation, and does 
not provide support for improving performance skills.
Long-term usage experiments have suggested that people with disabilities can use F-Ready to 
independently engage in long-term musical instrument performance practice experiments.

研究分野：福祉工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、障がい者に、楽器演奏の学習のみでなく動作のリハビリも同時にしようとするところに新しく意義が
あるものであると考える。本研究で開発した楽器演奏支援装置により、リハビリと学習が同時にできるようにな
り、健常者がする楽器演奏ができるようになる学習の楽しさを「リハビリ」にまで広げられ、演奏の中に組み込
まれたリハビリ動作を楽しんで実施することができる。本研究での効果は、このような学習とリハビリを織り交
ぜてリハビリ効果を高めることが期待でき、意義があると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
福祉施設で音楽療法の活動中、手先が不自由な脳性まひの障がい者がギター演奏を希望した。 
本人の「ギターを弾きたい」という思いに応えるため、さまざまなギター演奏補助具を試みた 
が、重度障がいのため既製品の補助具を使いこなすことができなかった。各々に見合う補助具 
を探すことは困難であるということを現場にて実感した。本研究では、上肢における障がいの 
程度や、障がいの部位に応じた仕様に設定することができる補助装置を提案する。最終的に、 
補助装置を使わずにギターを演奏することができることを目指す装置であり、実際の演奏動作 
で必要な手の動きを再現するものである。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、障がい者が一般的なギターを弾けるようになるための支援をすることである。
脳性まひなどの上肢に不自由をもつ障がい者が「ギターを弾きたい」という目標を持ち、その目
標を達成するための過程を重視する。演奏補助機能のみの装置ではない。装置を用いて演奏する
動作が、補助装置無しでギター演奏をするために必要な動作となることが重要であると考える。
本研究では、理学療法士から助言をもらい、演奏者が装置を使って演奏する動きが、通常の演奏
とリハビリ訓練となるように装置を開発する。そうすることで、演奏者は演奏を楽しむ一方で、
リハビリ訓練の効果を得ることが可能となる。さらに、通常の演奏と同じ動きで 演奏するため、
楽器を演奏している感覚を得ることができ、後の演奏動作につながる。一般的に市販されている
演奏補助具は、機能が固定されているため、障がい者は自らが歩み 寄ってそれらを利用する必
要がある。しかし、この装置は、障がいの程度に応じて補助する機 能を選択することが可能で
ある。すなわち、装置が演奏者に歩み寄ることが大きな特徴である。そのため、すぐに装置を使
用して演奏することが可能であり、身体機能の変化により必要な補 助の内容が変わった場合や、
リハビリ訓練の目的設定にも有効である。本研究では、まず一般的なギター演奏姿勢が難しい演
奏者に対して、ギターを机上に横置きして演奏する装置を開発し効果検証をする。 
 
３．研究の方法 
 
本研究の研究計画は、ギター演奏補助装置を開発し、上肢に障がいのある人に使ってもらい、 
演奏者にもたらす効果を検証することである。本装置は、ギター演奏の弦を押すことを補助す 
るものであり、演奏者は、片方の手で装置を使用して任意の弦を押さえながら、もう片方の手 
で弦を弾くことで演奏をする。主な研究計画は、試作機の開発、モデル演奏者での検証、対象 
者を拡大した装置の応用開発、それぞれの援助段階での効果を比較検証することである。長期 
的な検証として、演奏者の意識の変化、リハビリ効果の検証をする。初年度は装置の開発を主 
とし、理学療法士にリハビリ訓練についての助言をもらう。試作機 A の対象者は、腕を動かす
ことができ、指先でスイッチ入力が可能である障がい者とする。ギターを机上に置いて演奏する。 
[試作機の開発] スイッチ入力によって弦を押圧するための装置を開発する。スイッチ入力がギ
ター演奏の弦の押圧動作と同じ訓練になるように開発する。ギターネックの上部にスイッチ入
力をする装置があり、コの字型アームで弦を押す。指の独立運動の前段階のリハビリ訓練にも適
用可能であるように、最大 2 入力とする。演奏者は入力部を把握し、スライド装置に沿って、
目的の位置まで手で装置を移動させ、入力部のスイッチを押す。上記で示した演奏者には 6 弦
を全て押しながら演奏する方法(オープンチューニング)で曲に合わせて装置を操作してもらう。
「涙そうそう」の冒頭 16 小節を演奏する。楽譜を用意する。その楽譜は、通常のメロディ譜
に、曲中でスライド動作が必要な箇所に印を表記し、演奏者はその部分を演奏するときにスライ
ドレールの同じ印まで押圧装置を移動させてスイッチを押す。装置を使って容易に演奏をする
ことができることを確認するために、演奏者に装置の使用方法を説明し、15 分間の練習時間を
設ける。初めは 2 か所の移動とする。スイッチ入力により弦が押圧されることと、入力装置を
手でスライドさせることが簡単にできるかを確認する。装置の使用感や一定時間装置を使って
演奏できるかを、曲に合わせて 2 分間演奏することで検証する。さらに、理学療法士により、
演奏者の動きが適正であるかを検証する。それらの検証をもとに、装置の改良を行い、演奏補助
装置としての基礎技術を確立する。[対象者の拡大] 試作機を基礎技術として、指を独立させて
動かすことができる演奏者の装置開発をする。この場合の演奏はレギュラーチューニングです
ることとする。[長期的な検証] 長期的な検証として、演奏者の意識の変化と、リハビリ効果を
検証する。演奏者が 1 年間続けて装置を使う。数曲課題曲を決めて、日常的な練習をする。集
団音楽療法の中で、他の参加者と一緒に課題曲を演奏する。施設での集団音楽療法は隔週で実施
しており、音楽療法が終わった後に、2 週間のうち練習した日や練習時間の記録、演奏者の感想、
理学療法士からの意見を記録する。理学療法士とリハビリの効果についての検証をする。 



 
４．研究成果 
 
これまでの楽器演奏支援は、上肢障害者が自分の練習したい楽器に対して、長期にじっくりと関
わることや、演奏技法の向上や楽器への注目は考えられていない。本研究では、「楽器を使った
学習」ということを基本的な考えとし、障害者が自主的に楽器演奏練習に取り組むために必要な
支援を研究により明らかにした。また、障害者がリハビリテーションをしなくてもすぐに楽器演
奏ができ、演奏スキルの向上目的の支援はしない楽器演奏支援装置「F-Ready」を提案し、長期
使用実験により、障害者が F-Ready を使い、自主的に長期の楽器演奏練習実験に取り組むことが
できることが示唆された。 
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